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研究成果の概要 

本研究は、ダイヤモンド中の窒素・空孔欠陥（NV センター）をプラットフォームとする量子センシン

グ技術について、磁場・温度・圧力等のマルチモダル化を実証し、社会実装への第一歩を踏み出

すことを目的としている。2022 年度（第三年次）は、前年度の原理実証や応用化を深化・展開させ

るものとして、①高温・高圧イメージング、②磁性体を用いた圧力計測、③空間曲率の不変量計測

に新たに取り組んだ。結果、NVセンターの情報担体としての新たな付加価値へ結びつく示唆を得

られた。 

 

① 高温・高圧イメージング：前年度に着手した高圧計測の延長として、今年度は、量子センサ装

置に対し、高圧印加のダイヤモンド・アンビルセル、高温印加の抵抗ヒーターを組み入れ、高

圧・高温下での圧力・温度イメージングや、磁性体の磁化消失の観測など、NV センターの極

限環境マルチモダルセンサとしての可能性を広げることに成功した。 

② 磁性体を用いた圧力計測：本取り組みでは、磁歪薄膜と NV センターのハイブリッド系を構築

することで、圧力センサとしての性能を向上することを目的とした。圧力は磁歪薄膜を通じて磁

化の変化に変換され、その変化は磁気センサとしての NV センターによって検出される。その

結果、従来のダイヤモンド単体の圧力センサと比べて約 550倍の感度向上に成功した。 

③ 空間曲率の不変量計測：情報担体としてのさらなる付加価値模索のため、NV センターをスピ

ン空間曲率のセンサとして、またトポロジカル不変量の量子シミュレータとして活用した。NV セ

ンターを制御するマイクロ波パルスのパラメータをハミルトニアン空間内で半球状に変化させ、

各点で空間曲率の積分をトポロジカル不変量（チャーン数）として検出した。 

 

上記に加え、マルチモダル量子センサの社会実装に向けて、製造業をリードする企業の研究開発

担当者と議論を重ね、ユースケース発掘やデバイスプロトタイプ設計の応用検討を進めている。 
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